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森林資源活用型ニュービジネス創造対策事業に関する技術の分類

（分類名） （第１段階） （第2段階） （第３段階） （第４段階） 成果品 公募形式別分類

(1)段階的分離－利用型
　①リグニン分解－セルロース等抽出型

蒸留・脱水
酵素による糖化 酵母による発酵 ・蒸留
・ｾﾙﾗｰｾﾞ、ｷｼﾗﾅｰｾﾞ、改良酵素等 ・連続糖化発酵 ・膜分離法 エタノール ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

・Ｃ５、Ｃ６糖の同時発酵 ・超音波霧化分離法
アルカリ法 ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

オゾン法 水素発酵（微生物発酵） 水素ガス ③小規模分散型製造ｼｽﾃﾑ

水熱法
白色腐朽菌等 触媒による変換 糖ｱﾙｺｰﾙ ②高付加価値型製造ｼｽﾃﾑ

熱エネルギー

変換
・低分子化－微生物変換－高分子化 高機能ｶｰﾎﾞﾝ、機能性ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ等 ②高付加価値型製造ｼｽﾃﾑ

・化学修飾化、複合化
・水素化分解／フェノール化

　②リグニンとセルロース等同時分解型（化学的方法）

酵母による発酵 蒸類・脱水 エタノール ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

硫酸法

熱エネルギー等

変換
有機溶媒法 ・低分子化－高分子化
相分離法 ・化学修飾化、複合化 高機能ｶｰﾎﾞﾝ、機能性ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ等 ②高付加価値型製造ｼｽﾃﾑ

・水素化分解／フェノール化

酵母による発酵 蒸類・脱水 エタノール ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

　③リグニンとセルロース等同時分解型（物理的方法）

超・亜臨界法 酵母による発酵 蒸類・脱水 エタノール ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

熱エネルギー

変換
・高分子化
・化学修飾化、複合化 高機能ｶｰﾎﾞﾝ、機能性ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ等 ②高付加価値型製造ｼｽﾃﾑ

・水素化分解

(2)完全分解－合成型
　④完全分解－合成型

①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

ガス化 精製 合成 熱、電気、メタノール ③小規模分散型製造ｼｽﾃﾑ

・ガス化 ・ガス精製・圧縮 ・メタノール合成（触媒）
・高温高圧ガス化 ・乾式ガス精製 ・ＦＴ合成（触媒） ディーゼル燃料 ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

・ガス化炉形式 ③小規模分散型製造ｼｽﾃﾑ

水素ガス ①大規模低ｺｽﾄ型製造ｼｽﾃﾑ

③小規模分散型製造ｼｽﾃﾑ

（林野庁研究・保全課）
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○木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用事例
林野庁研究・保全課作成　H20.5 20

No
木質分解方
法別分類Ⅰ

木質分
解方法
別分類

Ⅱ

分野別 生産物 研究名 主な実施機関 キーワード 背景・目的 内容 技術項目等 原料 製造工程１ 製造工程２ 機関別 出典 資料年月日

1

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

選択的白色腐朽菌-ﾏｲｸﾛ
波ｿﾙﾎﾞﾘｼｽによる木材酵
素糖化前処理法の研究開
発

京都大学生存圏研究所、日本科
学機械製造（株）、日本製粉（株）、
東洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）

ﾏｲｸﾛ波ｿﾙﾎﾞﾘｼｽ、
白色腐朽菌

硫酸などの強酸を使用することな
く難分解性の針葉樹にも適用可
能な糖化前処理技術を開発す
る。

ﾘｸﾞﾆﾝを高選択的に分解する国産白色腐
朽菌とﾏｲｸﾛ波ｿﾙﾎﾞﾘｼｽを組み合わせた高
効率前処理システムを確立する。

・白色腐朽菌ーﾏｲｸﾛ波ｿﾙﾎﾞﾘｼｽ複合処理
の開発
・白色腐朽菌の固体発酵技術の研究開発
・ﾏｲｸﾛ波ｿﾙﾎﾞｼｽ照射装置の研究開発
・ｿﾙﾎﾞﾘｼｽ成分分離・溶媒回収ｼｽﾃﾑの研
究開発

木材 前処理 化学的前処
理

連携 ＮＥＤＯ報告
書

H19.9

2

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

ｵｿﾞﾝ前処理により木質ﾊﾞｲ
ｵﾏｽの酵素加水分解（糖
化）を促進する

森林総合研究所成分利用研究領
域

オゾンガス 針葉樹のﾘｸﾞﾆﾝは難分解性で、
爆砕や蒸煮の水熱系の前処理で
は十分な効果は望めない。

オゾンガスを直接木粉に作用させるだけ
で、その投入オゾン量に比例してﾘｸﾞﾆﾝが
分解され、針葉樹のｽｷﾞ木粉で全多糖の８
割を酵素加水分解することができる。

・ﾘｸﾞﾆﾝを選択的にｵｿﾞﾝで破壊 木材 前処理 化学的前処
理

研究機関 森林総研
研究成果集
H13-17

3

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

ｱﾙｶﾘ前処理を行った木質
ﾊﾞｲｵﾏｽ誘導基質とした新
規糖化酵素系及び効果的
酵素の組み合わせの解明

（独）森林総合研究所 ｱﾙｶﾘ前処理 低コストで効果的な前処理を確
立する。

ｱﾙｶﾘ前処理木質ﾊﾞｲｵﾏｽの糖化に適する
新規な酵素及び微生物を使った低ｺｽﾄｴﾀ
ﾉｰﾙ変換技術を開発する。

・木材を高温の水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液で処
理

木材 前処理 化学的的前
処理

研究機関 Techno
Innovation
No.67

H20.3.1

4

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

事業実
施

バイオエタ
ノール

多様なｾﾙﾛｰｽ系ﾊﾞｲｵﾏｽ
（雑植生ﾊﾞｲｵﾏｽ）からｴﾀ
ﾉｰﾙ燃料製造ﾌﾟﾗﾝﾄ開発

産業技術総合研究所 水熱ﾒｶﾉｹﾐｶﾙ 食糧需給に影響を及ぼすことが
ないｾﾙﾛｰｽ系資源からのｴﾀﾉｰﾙ
製造が注目を集めている。

非硫酸方式を採用し、前処理、糖化、発酵
などの各要素技術を最適に組み合わせ、ｾ
ﾙﾛｰｽ系ﾊﾞｲｵﾏｽからｴﾀﾉｰﾙ燃料を一貫製
造できるﾌﾟﾗﾝﾄを実用化する。（H23.3まで）

・前処理として水熱処理技術と湿式ﾒｶﾉｹﾐｶ
ﾙ処理技術を活用して効率的な処理技術
を確立
・ﾊﾞｲｵﾏｽ成分の組織構造をﾅﾉﾚﾍﾞﾙで変化
させ酵素糖化性を向上

全体 前処理 物理的前処
理

研究機関 ＨＰ H20.2.25

5

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

白色腐朽菌による反応機
能の解明とその応用

滋賀県工業技術総合ｾﾝﾀｰ 白色腐朽菌 生物的に木材を分解できれば、
産業の環境負荷低減技術とな
り、分解物も利用可能となる。

白色腐朽菌の培養条件を確立し、ﾘｸﾞﾆﾝ分
解に関与する酵素を調べた。

・白色腐朽菌の培養条件
・関連する酵素の測定

木材 前処理 微生物的前
処理

研究機関 報告書

6

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

褐色腐朽菌を利用した木
質ﾊﾞｲｵﾏｽ変換技術の開
発

東京大学、宇都宮大学 褐色腐朽菌 木質ﾊﾞｲｵﾏｽの微粉砕化に多大
なｴﾈﾙｷﾞｰが必要であるため、微
粉砕化の省エネ化を図る。

褐色腐朽菌ｵｵｳｽﾞﾗﾀｹを用いた木材ﾁｯﾌﾟ
の培養前処理法を確立する。

・褐色腐朽菌を用いた木質ﾊﾞｲｵﾏｽ前処理
・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ酵素糖化効率の向上

木材 前処理 微生物的前
処理

大学 ＮＥＤＯ報告
書

7

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

超音波および酵素処理を
組合わせた竹ﾊﾞｲｵﾏｽの
加水分解：バイオエタノー
ル製造を目的として

大阪府立大学工学研究科ﾏﾃﾘｱﾙ
工学分野

超音波利用 竹などからｾﾙﾛｰｽを分離抽出・
加水分解し、糖類を得るﾌﾟﾛｾｽの
効率化を図る。

超音波により溶液系でﾏｲｸﾛﾊﾞﾌﾞﾙを発生さ
せ、その物理的・科学的作用を高速攪乱や
酵素反応促進に利用する。

・ﾏｲｸﾛﾊﾞﾌﾞﾙによる酵素反応促進 全体 前処理 物理的前処
理

大学 報告書

8

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

非硫酸グリーン溶媒活性
化法による木質バイオマ
スの酵素糖化前処理（コス
ト低減と原料の多様化）

産業技術総合研究所バイオマス
研究センター水熱・成分分離チー
ム

前処理、ｸﾞﾘｰﾝ溶媒
活性化法

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ生産においてｾﾙﾛｰｽ
への酵素ｱｸｼﾋﾞﾘﾃｨを高める前処
理技術が鍵となる。

木質バイオマスをエタノール/水/酢酸を用
いてオートクレーブ中で活性化（蒸解）す
る。バイオマス表面に酵素が侵入できる数
十ミリの微細孔を形成させて酵素糖化を促
進する。

・初期投資と運転コストの低減を図り必要
十分な前処理

木材 前処理 化学的的前
処理

研究機関 第58回日本
木材学会

H20.3

9

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

ｾﾙﾛｰｽ系ﾊﾞｲｵﾏｽを原料と
する新規なｴﾀﾉｰﾙ発酵技
術等による燃料用ｴﾀﾉｰﾙ
を製造する技術の開発、
連続濃硫酸加水分解法外

日揮（株）、関西ﾍﾟｲﾝﾄ（株）、（株）
物産ﾅﾉﾃｸ研究所、（社）ｱﾙｺｰﾙ協
会、（独）産業技術総合研究所

濃硫酸法、糖類分
離

ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰの高効率転換技
術を開発する。

濃硫酸の噴霧混交により加水分解し、ｸﾞﾙ
ｺｰｽと硫酸からなる当液をｲｵﾝｸﾛﾏﾄで効率
的に分離する技術を開発する。

・糖液のｲｵﾝｸﾛﾏﾄによる分離技術開発
・ｱｰﾐﾝｸﾞ酵母の育種開発
・凝集性酵母等高密度菌体
・膜脱水技術

木材 糖化 硫酸法 連携 ＮＥＤＯ報告
書

H16.9

10

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

70度の高温でも失活しな
い超耐熱性酵素を実用化

（株）耐熱性酵素研究所 超耐熱性酵素、ｾﾙ
ﾗｰｾﾞ

酵素の安定性の低さからｺｽﾄが
かさむ。

超耐熱性ｾﾙﾗｰｾﾞは、70度以上の高温でも
処理が可能で、処理の高速化により、高収
率なｴﾀﾉｰﾙ化を実現する。

・耐熱性酵素 木材 糖化 酵素法 企業 日経新聞他

11

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

ｼﾛｱﾘ共生系ｾﾙﾗｰｾﾞ遺伝
子群の麹菌による大量発
現の構築とそれを用いた
木質ﾊﾞｲｵﾏｽの高度糖化・
利用技術の開発

（独）理化学研究所、東京大学 高効率の糖化系酵
素群、固相糖化法、
ｾﾙﾗｰｾﾞ

ｾﾙﾗｰｾﾞによる糖化では大量の酵
素を必要とし、長時間の反応が
必要である。

新規・高効率の糖化系酵素群を高発現す
る麹菌を開発し、前処理を必要としない、固
相糖化法を開発する。

・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ分解系酵素の開発
・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ分解酵素高生産麹菌の開発

木材 糖化 酵素法 連携 ＮＥＤＯ報告
書

12

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

植物ﾊﾞｲｵﾏｽの高度利用
のためのｷﾉｺ用遺伝子発
現ﾍﾞｸﾀｰの開発

（独）農業・生物系特定産業技術
研究機構東北農業研究ｾﾝﾀｰ

・分解酵素遺伝子の
導入

ﾘｸﾞﾆﾝはｾﾙﾗｰｾﾞがｾﾙﾛｰｽを分解
することを妨げるため、ブドウ糖
生産上の障害となる。

ｷﾉｺ用遺伝子発現ﾍﾞｸﾀｰを用いて、ｷﾉｺにﾘ
ｸﾞﾆﾝ分解酵素を多量に生産する技術を開
発する。

・分解酵素遺伝子のｷﾉｺへの導入
・ﾘｸﾞﾆﾝ分解酵素の大量生産

全体 糖化 酵素法 研究機関 HP H17.5.25

13

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

ｾﾙﾛｰｽ系ﾊﾞｲｵﾏｽから燃
料ｴﾀﾉｰﾙ生産

長岡技術科学大学 ｾﾙﾗｰｾﾞ、ｷｼﾗﾅｰｾﾞ
遺伝子の誘導発現
機構、ｾﾙﾗｰｾﾞ大量
生産

ｾﾙﾛｰｽのｾﾙﾗｰｾﾞによる糖化は、
大量の酵素が必要で工業的に成
り立っていない。

結晶ｾﾙﾛｰｽ分解能力に優れたｾﾙﾗｰｾﾞ成
分を必要なときに必要な比率で生産させる
技術を確立する。

・ｾﾙﾗｰｾﾞ・ｷｼﾗﾅｰｾﾞ遺伝子の誘導発現機
構の解明
・ｾﾙﾗｰｾﾞの大量生産

木材 糖化 酵素法 大学 ＨＰ

14

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

古紙及びｾﾙﾛｰｽ系植物資
材を用いたﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ生
産

十勝毎日新聞、帯広畜産大学 微生物探索 古紙及びｾﾙﾛｰｽ系植物資材を用
いたﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ生産の可能性を
追求する。

土中に含まれる微生物からｾﾙﾛｰｽを分解
する放射菌など35種類の微生物の分離に
成功した。

・高ｾﾙﾗｰｾﾞ活性を持つ微生物を35種類の
選定
・今後は、ｸﾞﾙｺｰｽを多く作り出す最も有効
な菌株を特定

その他 糖化 酵素法 連携 新聞 H20.2.4
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

メカノケミカル処理等、非
硫酸バイオエタノール製造
技術

産業技術総合研究所バイオマス
研究センターエタノール・バイオ変
換チーム

メカノケミカル処理、
酵母組換え

硫酸を使用しないメカノケミカル
処理が必要である。

糸状菌アクレモニウムによる酵素糖化技術
及び
キシロースも発酵できる酵母の遺伝子組換
え技術を開発する。

・酵素糖化技術
・酵母の遺伝子組換え技術

木材 糖化 研究機関 バイオマス
由来燃料促
進セミナー

H20.2



No
木質分解方
法別分類Ⅰ

木質分
解方法
別分類

Ⅱ

分野別 生産物 研究名 主な実施機関 キーワード 背景・目的 内容 技術項目等 原料 製造工程１ 製造工程２ 機関別 出典 資料年月日
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

水熱・成分分離 産業技術総合研究所ﾊﾞｲｵﾏｽ研究
ｾﾝﾀｰ

水熱ﾒｶﾉｹﾐｶﾙ、高温
発酵微生物

低コスト・高効率での木質の活性
化技術を開発する。

木質系ﾊﾞｲｵﾏｽの成分分離・水熱ﾒｶﾉｹﾐｶﾙ
処理・酵素糖化の連結によるｴﾀﾉｰﾙの高効
率製造及びETBE原料への展開を目指す。

・高温ｴﾀﾉｰﾙ発酵微生物の育種
・ｴﾀﾉｰﾙ吸着剤によるｴﾀﾉｰﾙ連続回収
・ﾌﾟﾛｾｽｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ技術

木材 糖化 研究機関 HP
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

種々のリグノセルロース系
バイオマスの水熱分解・糖
化特性、および得られた水
熱処理残渣の酵素糖化

産業技術総合研究所バイオマス
研究センター水熱・成分分離チー
ム

水熱分解、酵素糖
化、前処理

種々のセルロース系バイオマスを熱水流
通式反応装置で水熱処理し、セルロースの
濃縮された水熱処理残渣の酵素透過性を
調査する。

・水熱処理残渣の酵素透過性を調査
（ユーカリ、スギ、ベイマツ等の木質系では
水熱処理のみによる前処理は不十分であ
ることがわかった。）

木材 糖化 研究機関 日本エネル
ギー学会誌
86巻9号

H19.9
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

微生固体発酵による高効
率なﾘｸﾞﾉセルﾛｰｽ完全利
用ｼｽﾃﾑの開発

神戸大学、京都大学、大阪大学、
月桂冠（株）、ﾊﾞｲｵｴﾅｼﾞｰ（株）

ｽｰﾊﾟｰ微生物、酵
素・酵母の創生

ﾊﾞｲｵﾏｽ利用において大幅な省ｴ
ﾈﾙｷﾞｰ化をはかり、大規模な機
械装置を必要としないｼｽﾃﾑを開
発する。

ｽｰﾊﾟｰ微生物を用いてﾊﾞｲｵﾏｽ分解・変換
の総てを固体で行うｼｽﾃﾑを開発する。

・固体のﾘｸﾞﾉｾﾙﾛｰｽ原料をそのまま分解で
きるﾊﾞｲｵﾏｽ分解酵素群を発現するｽｰﾊﾟｰ
麹菌の創生
・ﾘｸﾞﾆﾝを有用物質に高効率に変換できる
ｽｰﾊﾟｰ酵母の創生

全体 発酵 酵素法 連携 ＮＥＤＯ報告
書

19

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

新規ｴﾀﾉｰﾙ発酵細菌のｹﾞ
ﾉﾑ情報に基づくﾘｸﾞﾉｾﾙﾛｰ
ｽ連続糖化並行発酵技術
の研究開発

鳥取大学 連続糖化並行発酵 大幅な省ｴﾈﾙｷﾞｰ化と低ｺｽﾄ化の
実現化を図る。

ｾﾙﾛｰｽやﾍﾐｾﾙﾛｰｽを糖化と同時に発酵で
きる新規な発酵菌を利用した一段階での連
続糖化並行発酵ﾌﾟﾛｾｽを開発する。

・全ｹﾞﾉﾑ解析
・In silicoｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ構築
・ﾍﾟﾝﾄｰｽ代謝系酵素遺伝子群の安定した
高発現化
・ﾘｸﾞﾉｾﾙﾛｰｽ資源の連続糖化並行発酵菌
の育種

全体 発酵 酵素法 大学 ＮＥＤＯ報告
書
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

ｱｰﾐﾝｸﾞ酵母によるﾊﾞｲｵｴﾀ
ﾉｰﾙ製造技術

神戸大学工学部応用化学 連続糖化発酵（ｱｰﾐ
ﾝｸﾞ酵母）

前処理はｴﾀﾉｰﾙ変換において高
コスト化の原因となっている。

ｾﾙﾛｰｽ等の分解酵素を酵母の細胞表層に
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲすることで、その酵母がｾﾙﾛｰｽ等
を分解し、細胞内の代謝によりｴﾀﾉｰﾙを生
産する。実験室酵母のﾚﾍﾞﾙで創設したｱｰﾐ
ﾝｸﾞ酵母を、日揮（株）の実証ﾌﾟﾗﾝﾄで改良を
進める。

・酸耐性や高温耐性をもち、形質的に安定
な実用酵母株を宿主にしたｱｰﾐﾝｸﾞ酵母の
創成

全体 発酵 酵素法 大学 「ｴｺﾊﾞｲｵｴﾈ
ﾙｷﾞｰの最前
線」（ｼｰｴﾑ
ｼｰ出版
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

バイオエタ
ノール

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ燃料を効率的
に製造できる新しい酵母
の育種技術の開発

ﾈｵ･ﾓﾙｶﾞﾝ研究所 酵母育種技術 茎や葉には５炭糖が含まれてお
り実用レベルでは分解できる酵
母がない。

５炭糖を栄養に育つ酵母の開発及び効率
よくエタノールを作る機能を持たせるため遺
伝子解析や実証実験を行う。

・５炭糖を栄養に育つ酵母の開発 稲わら、も
み殻、麦わ
ら

発酵 酵素法 企業 新聞
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

木くずや雑草の繊維の全
成分をｴﾀﾉｰﾙに低ｺｽﾄで
製造するｺﾈﾘ菌の遺伝子
組み換え

地球環境産業技術研究機構、本
田技術研究所

遺伝子改変したｺﾘﾈ
菌

従来の微生物は好みの糖だけを
食べて、糖の一部が残す。

遺伝子改変したｺﾘﾈ菌は、総ての糖を食
べ、培養器の酸素濃度を下げればｸﾞﾙｺｰｽ
もｷｼﾛｰｽも同時に食べつくす。

全体 発酵 酵素法 連携 新聞 H19.3.30

23

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

バイオエタ
ノール

ﾍﾟﾝﾄｰｽ（C5糖）発酵酵母
遺伝子組み換え技術

新ｴﾈﾙｷﾞｰ・産業技術総合開発機
構

発酵酵母遺伝子組
み換え（C5糖酵母）

従来の酵母では発酵しないﾍﾟﾝ
ﾄｰｽ（C5糖）を多く含むので、採算
性が低い。

C5糖を発酵できるように、酵母の遺伝子組
み換え技術を利用した酵母によりｴﾀﾉｰﾙの
回収率を大幅に上げる。

・ﾍﾟﾝﾄｰｽ（C5糖）発酵酵母遺伝子組み換え
技術

木材 発酵 酵素法 研究機関 HP
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

バイオエタ
ノール

キシロースの発酵 神戸大学 発酵、酵母、グル
コース、キシロース

エタノール発酵に用いる特殊酵
母は酵母細胞表層にオリゴ糖を
分解する酵素があり、内部にキ
シロースを分解する酵素がある
が、発酵時にグルコースとキシ
ロースがあると、グルコースが主
に使われ、キシロースの発酵は
進まない課題があった。

セルロースの分解度を緩くすると、木質系
バイオマスの効率的なエタノール発酵が可
能なことを確認した。エタノール発酵時にセ
ルロースをグルコースまで分解せず、分解
度を弱めてセロビオース（グルコース２分子
からなる糖）段階で用いるとキシロースも同
時に発酵に活用できる。

・効率的なｴﾀﾉｰﾙ発酵 木材 発酵 酵素法 大学 日刊工業新
聞

H20.3.21
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

事業実
施

バイオエタ
ノール

真庭ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ実証ﾌﾟﾗﾝ
ﾄ

三井造船 遺伝子組み換え
菌、Ｃ５糖、Ｃ６糖の
同時発酵

ﾊﾞｲｵﾏｽの経済的な収集・運搬体
制の確立、ｴﾈﾙｷﾞｰ変換技術の
改良等の諸課題が未解決なた
め、本格的な導入に至ってない。

製材所から発生する端材等を原料にﾊﾞｲｵ
ｴﾀﾉｰﾙ製造技術の実証試験事業を実施す
る。

・酵素を利用したｾﾙﾛｰｽの糖化
・Ｃ５糖、Ｃ６糖の同時発酵が可能な遺伝
子組み換え菌を利用する発酵
・自社独自の高機能膜を使用した脱水

木材 発酵 酵素法 企業 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

バイオエタ
ノール

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ精製ﾌﾟﾛｾｽの
合理化

成蹊大学、（財）地球環境産業技
術研究機構、広島大学

蒸留法、吸着分離
法

従来共沸蒸留法では濃縮に必要
なｴﾈﾙｷﾞｰが大きく合理化が必要
である。

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙの発酵生成液から、ｴﾀﾉｰﾙを
分離精製するﾌﾟﾛｾｽにつき、蒸留法、膜に
よる脱水法及びＰＳＡによる脱水法につい
て比較検討する。

・蒸留法
・膜分離法とＰＳＡ法のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

全体 脱水 その他 連携 Jaurnal of
the Japan
Institute of
Energy, 84

H17
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

バイオエタ
ノール

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ高効率製造、
新型ｾﾞｵﾗｲﾄ脱水膜ｴﾚﾒﾝﾄ

日立造船 ｾﾞｵﾗｲﾄ脱水膜ｴﾚﾒﾝ
ﾄ

従来の共沸蒸留法等は、大規模
な施設と大量のｴﾈﾙｷﾞｰが必要
である。

ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾀﾉｰﾙを高率で製造できる新型ｾﾞ
ｵﾗｲﾄ脱水膜ｴﾚﾒﾝﾄを開発した。

・膜ｴﾚﾒﾝﾄの透過抵抗を低減
・小型で省エネの脱水ｼｽﾃﾑを商品化

全体 脱水 その他 企業 新聞：環境
新聞

H19.10.10
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

バイオエタ
ノール

超音波霧化技術を利用し
たｱﾙｺｰﾙ精製技術

超音波醸造所有限会社 超音波霧化分離法 従来酵母法によるｱﾙｺｰﾙの精製
には蒸留法が用いられてきたが
高コストである。

強力な超音波を溶液に照射し、ﾐｽﾄ（霧）を
発生させて回収することにより、目的の物
質を効率良く分離・濃縮する「超音波霧化
分離技術」を開発した。

・超音波霧化分離技術の適用範囲の拡大 全体 蒸留 その他 企業 新聞等 H19.4.24
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

バイオエタ
ノール

触媒を用いたバイオアル
コールを原料とするオレ
フィン類製造

産業技術総合研究所バイオマス
研究センターBTL触媒チーム

アルコール触媒変
換、オレフィン類、エ
チレン

ｵﾚﾌｨﾝ類選択率の向上 主要なバイオマス化合物であるアルコール
を触媒変換し、燃料やケミカルスとして有用
なオレフィン類を製造する。H-mordeniteゼ
オライトを用いることでエタノールから低温
でエチレンが製造できる。

・H-mordeniteゼオライト使用
・アルコール触媒変換

ﾊﾞｲｵｱﾙｺｰ
ﾙ

その他 研究機関 月刊ファイン
ケミカル37
巻4号

H20.3

30

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③、
④

技術開
発

プラスチック 汎用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの原料量産
技術の開発

東京工業大学外 ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝは石油から造るﾅﾌｻを原
料にしているが、世界的に毎年
15%の需要増が見込まれる。

植物由来のｴﾀﾉｰﾙから汎用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの原
料を量産する技術を開発する。この反応を
工業的に実証するﾌﾟﾗﾝﾄを建設する予定で
ある。

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝの原料「ｴﾁﾚﾝ」やﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝの
原料「ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ」を同時にｴﾀﾉｰﾙから造る技
術を開発。
・試験ﾌﾟﾗﾝﾄ：５年計画

ﾏﾃﾘｱﾙ製造 大学 新聞（日経） H19.11.26



No
木質分解方
法別分類Ⅰ

木質分
解方法
別分類

Ⅱ

分野別 生産物 研究名 主な実施機関 キーワード 背景・目的 内容 技術項目等 原料 製造工程１ 製造工程２ 機関別 出典 資料年月日
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

グリーン触媒法によるｾﾙ
ﾛｰｽからの糖ｱﾙｺｰﾙ合成

北海道大学触媒科学研究ｾﾝﾀｰ 担持金属触媒 触媒法によるﾊﾞｲｵﾏｽ資源利用を
研究する。

ｾﾙﾛｰｽをﾊﾞｲｵﾏｽ原料に、担時金属触媒に
よる水中での水素加圧反応を行い、糖ｱﾙ
ｺｰﾙを合成した。

・水を溶媒として使用
・触媒と原料ｾﾙﾛｰｽは水に不溶のため、生
成物はろ過により容易に触媒と分離する方
法

全体 ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

大学 HP

32

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

プラスチック 耐熱性、透明性に優れた
非晶性「ﾊﾞｲｵﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰ
ﾄ」開発

帝人 高耐熱性ﾊﾞｲｵﾎﾟﾘ
ｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

ﾎﾟﾘ乳酸の耐熱性は50～60℃の
熱で変形するため展開用途が限
定される。

高耐熱性ﾊﾞｲｵﾌﾟﾗｽﾁｯｸ「ﾊﾞｲｵﾌﾛﾝﾄ」をすで
に開発し、顧客への提供を開始している
が、今回約140℃の高温まで耐えるﾊﾞｲｵﾎﾟ
ﾘカｰﾎﾞﾈｰﾄの技術開発に成功した。

・非晶性「ﾊﾞｲｵﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ」
・光ﾒﾃﾞｨｱ分野、電気・電子・OA分野、自動
車・産業分野、工業分野など幅広い分野で
用途展開を進めていく計画。

植物 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 企業 ＨＰ日経 H20.1.23
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

プラスチック 微生物を利用して廃棄木
材から新規ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを製
造

（独）森林総合研究所 機能性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、代
謝機能遺伝子の再
構成、ﾘｸﾞﾆﾝ

資源の有効利用を図る。 ﾘｸﾞﾆﾝ分解微生物の代謝機能遺伝子を再
構成し、低分子ﾘｸﾞﾆﾝ化合物から有用代謝
中間物質であるPDC（ﾋﾟﾛﾝｼﾞｶﾙﾎﾞﾝ酸）を
得、それを原料とした新しい機能性ﾌﾟﾗｽﾁｯ
ｸ（ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ）を合成した。（ﾘｸﾞﾆﾝ抽出はｱﾙ
ｶﾘ法による）

・遺伝子組み換えﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰの構築
・PDCを反応濾液から高分子材料用に高
純度精製する技術開発
・ﾌﾟﾛﾝﾄ酸を用いた液一液抽出により簡便、
高効率にPDCを精製出来ることが明らかと
なった。

木材 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 研究機関 森林総研 第１
期中間計画成
果集19　木質資
源を有効に利
用するための
新しい技術

H18.8
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③

技術開
発

プラスチック 新ﾀｲﾌﾟの伸縮ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ開
発

滋賀県工業技術総合ｾﾝﾀｰ、産業
技術総合研究所、日光精器

生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ｺﾞﾑのように伸び縮みする生分解
性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸはこれまでもあった
が、熱溶解の性質がなかった。

熱で溶けるｺﾞﾑのような生分解性ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
を開発した。開発したﾌﾟﾗｽﾁｯｸは型に流し
固めるだけで製品となる。

・分子構造に工夫を加え、熱溶解を妨げる
物質を使わずにﾌﾟﾗｽﾁｯｸを製造。

・材料に植物
原料と石油
由来の原料
を半々ずつ
使用。

ﾏﾃﾘｱﾙ製造 連携 ＨＰ毎日新
聞

H19.11.25
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

炭素製品 植物系有機資源を用いる
セラミックの合成

九州大学 粉末金属炭化物 工具や発熱体等の原料となる粉
末金属炭化物を合成する。

炭素源となる植物材料と金属粉末とのSHS
反応を行い、植物由来の金属炭化物を合
成する。従来法に比べエネルギー処理量
が少なく処理時間も短縮、従来使われてい
なかった樹皮や木屑など廃棄物を利用可
能である。

・炭素源となる植物材料と金属粉末との
SHS反応（自己伝播高温合成反応）
・脱ｱﾙｶﾘﾘｸﾞﾆﾝ、ｾﾙﾛｰｽ使用

植物 炭素化 大学 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（公開特許）

H13
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

②、
③、
④

技術開
発

炭素製品 木材から高機能ｶｰﾎﾞﾝ 東芝 高機能ｶｰﾎﾞﾝ 木材を原料とした高機能ｶｰﾎﾞﾝの生成に関
する研究開発を実施する。

・高機能ｶｰﾎﾞﾝの生成 木材 炭素化 企業 林政ﾆｭｰｽ
第331号

H19.12

37

①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙ ｾﾙﾛｰｽから機能性ﾌｨﾙﾑを
製造

（独）森林総合研究所 機能性ﾌｨﾙﾑ ｾﾙﾛｰｽの有効利用を図る。 ｾﾙﾛｰｽの持つ性質を利用して、特徴あるﾌｨ
ﾙﾑの調整技術を確立し、そのﾌｨﾙﾑの構造
と特性との関係を明らかにした。ｹﾞﾙ状のﾌｨ
ﾙﾑを最初に調整して、加工法を工夫し様々
な性質を持つｾﾙﾛｰｽﾌｨﾙﾑを製造すること
が出来る。

・ﾌｨﾙﾑ中のｾﾙﾛｰｽ分子鎖の並べ方を変
え、ﾌｨﾙﾑの強さと伸びをｺﾝﾄﾛｰﾙ出来る。

木材 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 研究機関 森林総研第１期
中間計画成果
集19　木質資源
を有効に利用
するための新し
い技術

H18.8
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①ﾘｸﾞﾆﾝ分
解－ｾﾙﾛｰｽ
抽出型

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

人工リグニンポリマーおよ
びその製造方法

北海道大学 リグニン、ポリマー、
パルプ

パルプ廃液等から得られる原料から製造
できる人工リグニンポリマー。環境への負
荷が軽減された材料として利用することが
可能。

・パルプ廃液利用 ﾊﾟﾙﾌﾟ廃液 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 大学 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（非公開特
許）

H17.3.2
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

バイオエタ
ノール

ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ高効率転
換技術開発：ｾﾙﾛｰｽ系ﾊﾞｲ
ｵﾏｽを原料とする新規ｴﾀ
ﾉｰﾙ発酵技術等による燃
料用ｴﾀﾉｰﾙを製造する技
術の開発、ｴﾀﾉｰﾙの醸造
収率

日揮（株）、関西ﾍﾟｲﾝﾄ（株）、（株）
物産ﾅﾉﾃｸ研究所、（社）ｱﾙｺｰﾙ協
会、（独）産業技術総合研究所

並行糖化可能なｱｰ
ﾐﾝｸﾞ酵母

ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰの高効率転換技
術を開発する。

硫酸を噴霧し温水を添加し加水分解しｸﾞﾙ
ｺｰｽ等の糖液からｲｵﾝｸﾛﾏﾄで効率的に分
離する技術を開発する。並行糖化可能な
ｱｰﾐﾝｸﾞ酵母を育種開発するなど高効率の
ｴﾀﾉｰﾙ製造技術を開発する。

・ｱｰﾐﾝｸﾞ酵母を育種開発
・凝集性酵母等高密度菌体による高効率
連続酵母技術開発

木材 発酵 酵素法 連携 ＮＥＤＯH報
告書

H16.9
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

事業実
施

バイオエタ
ノール

木質系ﾊﾞｲｵﾏｽからのｴﾀ
ﾉｰﾙ製造技術

月島機械 遺伝子組み換え菌
（酵母）

分散するﾊﾞｲｵﾏｽ資源を効率よく
収集し、安価なｺｽﾄとなるｼｽﾃﾑを
構築する。

建設系廃材を原材料として加水分解技術
及び発酵技術を用いてｴﾀﾉｰﾙを製造する。

・５炭糖のｴﾀﾉｰﾙ変換菌（大腸菌にｱﾙｺｰﾙ
発酵菌の遺伝子を挿入）を使用
・ｴﾀﾉｰﾙ収量の向上やﾌﾟﾛｾｽの簡素化
・希硫酸法

木材 発酵 酵素法 企業 HP
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

事業実
施

バイオエタ
ノール

建築廃木材からﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰ
ﾙ生産工場

ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･関西（大成建
設、丸紅、ｻｯﾎﾟﾛﾋﾞｰﾙ、東京ﾎﾞｰﾄﾞ
工業、大栄環境の5社が協同出
資）

建築廃材、ｴﾀﾉｰﾙ 廃材を利用する。 年間48千トンの建築廃木材から14百ｷﾛﾘｯﾄ
ﾙのｴﾀﾉｰﾙを生産する。

・発酵菌は米ＢＣＬ社からﾗｲｾﾝｽ取得
・希硫酸法

木材 全体 企業 新聞 H19.3.15
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

事業実
施

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

荏原の発酵技術の取組 （株）荏原製作所環境事業ｶﾝﾊﾟﾆｰ
環境総合事業本部

連続発酵方法 割高な生産ｺｽﾄが課題である。 ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ製造過程で排出される糖硫酸
液からの糖液回収と糖液を利用した乳酸
発酵・ｴﾀﾉｰﾙ発酵技術の開発・ﾉｳﾊｳを蓄
積する。

・原料の糖化技術・発酵技術
・乳酸発酵・ｴﾀﾉｰﾙ発酵技術
・相分離法を使用

全体 発酵 酵素法 企業 新聞、ﾊﾟﾝﾌ H19.3.8
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

植物系分子素材の高度循
環活用ｼｽﾃﾑの構築

三重大学生物資源学部 相分離系変換ｼｽﾃ
ﾑ、ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ、ﾘｸﾞﾆ
ﾝ

・ﾘｸﾞﾆﾝをﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙに変換する相分離系
変換システムの試験プラント建設とﾍﾞﾝﾁｽ
ｹｰﾙの稼働試験を行った。

・効率的相分離系変換ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾄの設計・
構築
・ﾘｸﾞﾆﾝ素材を活用した機能性炭素素材の
創成の基礎的解析

木材 ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

大学 報告書
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ誘導体の製造
方法

三重県科学技術振興ｾﾝﾀｰ工業研
究部

相分離法、ﾘｸﾞﾉﾌｪ
ﾉｰﾙ製造法、ﾘｸﾞﾆﾝ

ﾘｸﾞﾆﾝ成分がほとんど利用されて
いない。

ﾌｪﾉｰﾙ系物質が付加された機能性のある
成分として、植物中のﾘｸﾞﾆﾝ成分を取り出
し、工業的に利用する。

・ﾘｸﾞﾉｾﾙﾛｰｽ素材の利用可能性の検討 木材 ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

研究機関 三重工業技
術総合研究
所研究報告
No.24
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

ﾚﾌﾞﾘﾝ酸収率の画期的な
向上

森林総合研究所ﾊﾞｲｵﾏｽ科学研究
領域木材科学研究室

ﾚﾌﾞﾘﾝ酸の高収率生
産、可溶媒分解法

酸加水分解法では、木材中に約
25～30％ﾘｸﾞﾆﾝ成分が酸で縮合
してしまい、ﾏﾃﾘｱﾙとしての利用
が困難である。

加溶媒分解法で、ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙをｽｷﾞ木粉
に対して高い割合で用い、縮重合反応を抑
制することで、ﾚﾌﾞﾘﾝ酸収率を理論値の
81％まで高めた。

・加溶媒分解法 木材 ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

研究機関 H18年度研
究成果選集



No
木質分解方
法別分類Ⅰ

木質分
解方法
別分類

Ⅱ

分野別 生産物 研究名 主な実施機関 キーワード 背景・目的 内容 技術項目等 原料 製造工程１ 製造工程２ 機関別 出典 資料年月日
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

炭水化物系バイオマスの
科学的変換による有用化
成品合成

産業技術総合研究所環境化学技
術研究部門精密有機反応制御グ
ループ

触媒、ヘテロポリ酸 レブリン酸は炭水化物系バイオ
マスから製造可能な基幹物質の
中で最も有用なものの一つであ
り、燃料から機能性化学品まで
幅広い製品展開が可能である。

レブリン酸を中間体とした製品展開の検討
例を紹介、開発したヘテロポリ酸を触媒と
する高効率なレブリン酸エステル合成反応
を報告した。

・ヘテロポリ酸触媒
・相分離法

炭水化物系
ﾊﾞｲｵﾏｽ

ﾏﾃﾘｱﾙ成分
分離

研究機関 産総研　環
境・エネル
ギーシンポ
ジウム

H20.2
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

樹脂原料組成物の製造方
法

（独）森林総合研究所 木質、フェノール、
樹脂原料、樹脂化
木材、酸触媒

常圧下、解放状態において木質系物質か
ら樹脂原料組成物を精製可能とした。酸触
媒の存在下で加熱、強酸分解して生成物
をフェノール類と反応、液状化されたフェ
ノール類は木質系物質に均一に浸透する。

・公開特許
・酸触媒の存在下で加熱、強酸分解
・相分離法

木材 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 研究機関 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（公開特許）

H1
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

接着剤 ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙの接着剤への
応用

積水化学工業（株）、三重大学生
物資源

接着剤 平成１４年の建設資材ﾘｻｲｸﾙ法
で材のﾘｻｲｸﾙが義務づけられ
た。

相分離系変換ｼｽﾃﾑにて合成したﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰ
ﾙをﾒﾁﾛｰﾙ化し、水酸化ナトリウム水溶液
に溶解させることで熱硬化型の水系接着剤
とすることが出来た。市販の高強度・高耐
水接着剤に匹敵する接着強度・耐水性が
発現した。

・相分離系変換ｼｽﾃﾑ
・熱硬化型の水系接着剤
・相分離法

木材 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 連携 CREST 船岡ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ　植物系
分子素材の高
度循環活用ｼｽ
ﾃﾑの構築 最終
報告講演会

H16.10
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

①、
③

技術開
発

炭素製品 リグニンのグラファイト（黒
鉛）化

北海道大学 リグニン、グラファイ
ト、炭素原料

リグニンはこれまで難黒鉛化材
料とみなされ、グラファイト（黒鉛）
化が不可能とされてきた。従来の
遷移金属を用いた触媒黒鉛化技
術では多量の触媒が必要だっ
た。

リグニンに微量の酢酸ニッケルを液相で混
合し乾燥することで、均一な混合物を調
製、これを窒素雰囲気下で炭素化すると高
結晶の炭素化物が得られ、グラファイト化
が可能である。

・酢酸ニッケルの混合 木材 炭素化 大学 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（公開特許）

H13
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

①、
③

技術開
発

炭素製品 リグニンを原料とするグラ
ファイト

（独）科学技術振興機構 リグニン、グラファイ
ト、炭素原料

リグニンは医薬原料、セメント用
配合剤製造用原料、活性炭、炭
素繊維等の原料としての利用が
検討されてきたが、炭素繊維とし
ては強度が不十分なため利用性
が良くなかった。

加熱成形性の良いリグニン変性材料、リグ
ニンを原料とする高配向で高結晶性グラ
ファイト製品の提供。リグニンと遷移金属塩
を均一な溶液と調製、溶媒を留去して減圧
乾燥して、ガラス転移点を持つ熱可塑性成
型材料を得る。

・公開特許
・リグニンと遷移金属塩を均一な溶液と調
製、溶媒を留去して減圧乾燥
・例えば有機溶剤により抽出されてくるﾘｸﾞ
ﾆﾝ質の有効利用

木材 炭素化 研究機関 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（公開特許）

H13
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

炭素製品 ﾆｯｹﾙ触媒炭化によるﾘｸﾞﾉ
ﾌｪﾉｰﾙからの電磁波ｼｰﾙﾄﾞ
（ＥＭＳ）用結晶炭素の製
造

北見工大、三重大生物資源 ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ、ＥＭＳ
材

ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ(LP)のどのような方
法、手段を適用していかなる機
能、性能を付与するかは、LP製
品の多様性を考慮するとかなり
難題である。

ﾆｯｹﾙ触媒炭化によるﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙからの電
磁波ｼｰﾙﾄﾞ用結晶炭素の製造技術につい
て検討する。ﾊﾞｲｵﾏｽ炭化を結晶化させて
導電性を向上させＥＭＳ材として使用する。

・ﾆｯｹﾙ触媒炭化法
・相分離法

木材 炭素化 大学 CREST 船岡ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ　植物系
分子素材の高
度循環活用ｼｽ
ﾃﾑの構築 最終
報告講演会

H16.10
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

1-ﾋﾞｽｱﾘｰﾙﾌﾟﾛﾊﾟﾝ型基本
ユニットを活用したﾘｸﾞﾉﾌｪ
ﾉｰﾙの循環型分子設計と
その応用

三重大学生物資源学部 ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ ﾊﾞｲｵﾏｽ資源を活用した製品は稚
拙なものが多い。

ﾘｸﾞﾆﾝ系ﾎﾟﾘﾏｰ、ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙの分子ﾕﾆｯﾄで
あるﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾟﾝ型構造に着目し、ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ
をﾏﾃﾘｱﾙとした高度資源化を検討する。

・ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙをﾏﾄﾘｸｽとする循環型複合素
材の創製

全体 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 大学 CREST 船岡ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ　植物系
分子素材の高
度循環活用ｼｽ
ﾃﾑの構築 最終
報告講演会

H16.10

53

②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ-PHB複合ﾌｨﾙ
ﾑ

三重大学生物資源学部
、青森県立保健大学健康科学

微生物合成、ﾎﾟﾘｴｽ
ﾃﾙ

植物資源の総合的に有効活用す
る。

相分離系変換ｼｽﾃﾑにて天然ﾘｸﾞﾆﾝよりﾘｸﾞ
ﾉﾌｪﾉｰﾙを誘導、さらに、ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙの機能
変換素子を活用し、その機能を２次的に制
御、微生物生産ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ（PHB)と高度に相
溶化するﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ２次機能変換体を誘導
する。

・相分離系変換ｼｽﾃﾑ
・ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙの機能変換素子を活用

全体 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 連携 CREST 船岡ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ　植物系
分子素材の高
度循環活用ｼｽ
ﾃﾑの構築 最終
報告講演会

H16.10
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

バイオマス由来成分を原
料とする新規エポキシ樹
脂

産業技術総合研究所環境化学技
術研究部門循環型高分子グルー
プ

リグニン、油脂成
分、エポキシ樹脂

糖類、リグニン、油脂成分等のバイオマス
由来成分を原料としてエポキシ樹脂を開発
する。

・エポキシ樹脂
・ﾘｸﾞﾉﾌｪﾉｰﾙ２次機能変換体の複合化

ﾊﾞｲｵﾏｽ由
来成分

ﾏﾃﾘｱﾙ製造 研究機関 工業材料56巻2
号
第33回関西バ
イオポリマー研
究会

H20.2

H19.10
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②ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（化学的
方法）

①、
③

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

リグニンポリマーの製法 （独）科学技術振興機構 リグニン、ポリマー 従来の、精製されたリグニンモノ
マーを重合させる方法で得られ
たポリマーは有機溶媒に難溶で
誘導体化も困難でありその後の
展開がされていなかった。

カルボニル基が還元された高分子量のリグ
ニンのポリエーテルを製造する。生成してく
るポリマーを溶解する溶媒中で還元するこ
とにより、カルボニル基が還元された高分
子量のリグニンのポリエーテルを製造する
ことができる。

・カルボニル基が還元された高分子量のリ
グニンのポリエーテルを製造

木材 ﾏﾃﾘｱﾙ製造 研究機関 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（特許公開）

H17.4.28
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③ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（物理的
方法）

事業実
施

バイオエタ
ノール

廃材からﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ製造
技術確立

東北ｶｰﾎﾞﾝ 水熱ﾒｶﾉｹﾐｶﾙ、超微
粒粉砕

木材資源の有効利用を図る。 廃材などからﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙを製造する技術
を確立、事業化へ向け動き出した。
２年後に実証実験用の製造ﾌﾟﾗﾝﾄを設けて
事業化させる計画がある。

・廃木材をﾁｯﾌﾟ状に裁断し、さらに、直径30
ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ程度の超微粒に粉砕
・これに水を混ぜ、300度程度の熱と圧力を
加え、ｾﾙﾛｰｽからｸﾞﾙｺｰｽを抽出

木材 糖化 企業 ＨＰ山形新
聞

H19.11.8
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③ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（物理的
方法）

技術開
発

バイオエタ
ノール

超・亜臨界水処理ﾍﾞﾝﾁﾌﾟﾗ
ﾝﾄ、製造と木材糖化液のｴ
ﾀﾉｰﾙ発酵

森林総合研究所木材改質研究領
域、きのこ・微生物研究領域

超・亜臨界水 木材からﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ等を効率よ
く生産する小型装置の実験で一
定の成果が得られたため、実用
可能性を検証する。

ﾍﾞﾝﾁﾌﾟﾗﾝﾄを用いて超・亜臨界水処理に必
要なｴﾈﾙｷﾞｰやｺｽﾄをさらに削減できるよう
な処理条件を検討する。

・ﾍﾞﾝﾁﾌﾟﾗﾝﾄによる検証
・効率よくｴﾀﾉｰﾙ発酵できるように反応液
の糖濃度を高める方法
・発酵阻害成分の影響

木材 糖化 研究機関 森林総合研
究所H18年
度研究成果
選集
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③ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（物理的
方法）

技術開
発

バイオエタ
ノール

超臨界により廃木から有
用物質を取り出す

京都大学大学院ｴﾈﾙｷﾞｰ科学研
究科

超臨界 木のおがくずを入れた水を超臨界の状態
にするとセルロース類が分解され糖ができ
る。
水の代わりにﾒﾀﾉｰﾙ等を使用することで分
解で生ずる物質の種類が変わる。

・超臨界水処理
・時間管理で分離を簡易に実施

木材 糖化 大学 新聞（読売） H19.9.10



No
木質分解方
法別分類Ⅰ

木質分
解方法
別分類

Ⅱ

分野別 生産物 研究名 主な実施機関 キーワード 背景・目的 内容 技術項目等 原料 製造工程１ 製造工程２ 機関別 出典 資料年月日
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③ﾘｸﾞﾆﾝ・ｾﾙ
ﾛｰｽ同時分
解（物理的
方法）

技術開
発

ﾏﾃﾘｱﾙその
他

加圧熱水によるセルロー
ス系少糖、多糖の製造

（独）産業技術総合研究所 加水分解、セルロー
ス分解、オリゴ糖、
食品素材

オリゴ糖類の製造法で、原料に
セルロースを用いて酵素反応を
行うと反応が遅い。また、酸加水
分解によりセルロースの前処理
では酸による腐食、廃液処理の
問題がある。

200～300℃の加圧熱水を使用して加水分
解することでセルロース粉末から水溶性オ
リゴ糖を製造、さらに酵素反応により単糖を
製造する。

・200～300℃の加圧熱水を使用して加水
分解

ｾﾙﾛｰｽ ﾏﾃﾘｱﾙ製造 研究機関 J-STORE
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
（公開特許）

H10
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④完全分解
－合成型

事業実
施

ｴﾈﾙｷﾞｰ 廃木材等の木質系バイオ
マスから液体のアルコー
ル燃料（メタノール）製造の
実証プラント稼動

中部電力、三菱重工、産総研 ガス化、メタノール 中部電力川越火力発電所（三重県）内に建
設し、2004年5月から11月まで毎月１週間
程度運転する。（廃木材２ｔ/日→20Lのメタ
ノール製造）

・スギチップ（２～３ｃｍ）を２～３mmに粉
砕。水蒸気、酸素とガス化炉に入れ約
1000℃で蒸焼きにし、ガスを精製、圧縮、
触媒反応させメタノールを合成。

木材 ガス化 メタノール 連携 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ H16.5.24
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ 大王製紙ﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞｽ化設
備新設（岐阜、可児工場）

大王製紙 ガス化 古紙の有効利用、ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙ
ｷﾞｰの利用を推進する。

H20年度完成予定でﾊﾞｲｵﾏｽガス化設備を
新設し、製紙用石灰焼成炉へのﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞ
ｽ利用の実用化を図る。

・ｱｯﾌﾟﾄﾞﾗﾌﾄ式ｶﾞｽ化炉
・投資額 14億円、木屑
・ﾊﾞｲｵﾏｽ原料使用量 100トン／日

木材 ガス化 企業 ＨＰ日経 H20.1.15
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ ｾﾒﾝﾄｷﾙﾝに併設する廃棄
物系ﾊﾞｲｵﾏｽ効率的ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ回収ｼｽﾃﾑの研究開発

宇部興産（株）ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境部門 熱分解炭化炉 従来のｼｽﾃﾑでは燃料として回収
できる炭化物の収率が低い

炭化を促進剤の添加によって廃棄物系ﾊﾞｲ
ｵﾏｽの炭化物収率を高める。ｶﾞｽ燃料、固
体燃料を生産する。

・炭化を促進剤の添加 廃棄物系ﾊﾞ
ｲｵﾏｽ

炭素化 企業 ＮＥＤＯH報
告書

H19.10.12
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ 農林バイオマス3号機の開
発（ガスエンジン発電とメタ
ノール合成併行生産シス
テム）

農林水産省、（独）農研機構、九州
沖縄農業研究センター、長崎総合
科学大学

ガス化、発電、メタ
ノール

小型可搬式・低コスト高効率の新しい熱・
電エネルギー供給システムを開発する。

・小型可搬式・低コスト高効率ｼｽﾃﾑ 全体（農業
系、廃棄物
系、森林
系）

ガス化 メタノール 連携 九州沖縄農
研ｾﾝﾀｰﾌﾟﾚ
ｽ

H16.3.19
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ バイオマス（生物資源）の
液化と有効利用

東京工科大、八王子市 ガス化、液化 イチョウ等街路樹の剪定枝、家庭生ゴミ等
の可燃ゴミを液体燃料に変換する。

・バイオマスのガス化、精製、液化（ディー
ゼル燃料）、活用手法の検討、実証プラン
ト検討、剪定枝の資源化推進

全体（農業
系、廃棄物
系、森林
系）

ガス化 ディーゼル 連携 朝日、日経
東工大ﾌﾟﾚｽ
ﾘﾘｰｽ

H19.7.6

65

④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ 加圧ガス化・乾式ガス精製
による木質バイオマスから
のDME製造

産業技術総合研究所バイオマス
研究センターBTLトータルシステム
チーム

DME、乾式ガス精
製、車載器

加圧ガス化-乾式ガス精製-DME合成から
成る新規プロセスを研究する。

・加圧ガス化-乾式ガス精製 木材 ガス化 ディーゼル 研究機関 第3回バイオ
マス化学会
議

H20.1

66

④完全分解
－合成型

① 技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ ベンチスケールガス化炉
による木質系バイオマス
からの合成ガス（CO+H2)
製造とそのガスを利用した
BTL燃料製造

産業技術総合研究所バイオマス
研究センターBTLトータルシステム
チーム

ガス化、合成ガス、
BTL、FT合成

ベンチスケールガス化炉による木質系バイ
オマスからの合成ガス（CO+H2)製造とその
ガスを利用したBTL燃料を製造する。

・ベンチスケールガス化炉 木材 ガス化 ディーゼル 研究機関 第３回バイ
オマス化学
会議

H20.1

67

④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ バイオマス資源ガス化エ
ネルギー回収技術（ブ
ループロジェクト）

（株）日本計画機構,相村建設
（株）、東京理科大他

ガス化、水素 ドイツの基礎技術を利用、燃料電
池や水素自動車用の水素ガスを
生成する。

ガス化に際してはヒートキャリアという熱媒
体を使用、プラント運転中はﾊﾞｲｵﾏｽ自体が
熱エネルギー源になる。

水素収率の高いガス化方式による水素ガ
スを生成。

木材 ガス化 水素 企業 相村建設HP
他
H16

H16.2

68

④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ 木材から高純度水素 東北大多元物質科学研究所 ガス化、水素 木材を粉砕、加熱するだけで純度の高い
水素を発生させることの成功した。ｾﾙﾛｰｽ
を粉砕し炭素のリングと水素との結合をゆ
るませ適切な温度まで加熱し水素を切り離
す。

・ﾒｶﾉｹﾐｶﾙ（力学的な力を加えて反応を起
こさせる）

木材 ガス化 水素 大学 ＨＰ高知 H19.9.17
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ 木質ﾀｰﾙを燃料化 ﾊﾞｲｵｺｰｸ技研（横浜市） ガス化 木炭製造時に発生するｺｰﾙﾀｰﾙ
は粘性が強く炉の内部にへばり
つき、効率の低下や故障につな
がる。

木材を熱して発生したﾀｰﾙをアルミナ粒子
とともに熱し、ﾀｰﾙの主成分を吸着する。こ
れを高温水蒸気で熱し一酸化炭素と水素
を取り出す。残りも木炭やﾊﾞｲｵガスとして
使用できる。北海道下川町に実験ﾌﾟﾗﾝﾄを
建設し、H20秋より燃料の利用実験を開始
する。H21後半までに実用機を建設する。

・アルミナ粒子による炭素の吸着 木材 ガス化 企業 新聞（日経
産業）

H20.3.3
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ きのこ培地からｶﾞｽ 東京ｶﾞｽ、ﾎｸﾄ ガス化 きのこ収穫後の培地を乾燥、ﾍﾟﾚｯﾄ化し、ｶﾞ
ｽ化装置で蒸し焼きにし、水素と一酸化炭
を取り出す。

・ｶﾞｽ化装置 その他 ガス化 企業 新聞（日農） H20.2.6
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ ﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞｽ製造装置開発 ﾘｮｰｾﾝｴﾝｼﾞｱﾘﾝｸﾞ ガス化 従来のｶﾞｽ生成は、木質ﾊﾞｲｵﾏｽ
の燃焼と化学反応を一つの炉内
で行うため、ＣＯ２や窒素が生成
ｶﾞｽに混入していた。

発熱量が従来より約３倍の木質ﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞｽ
を製造する装置を開発した。

・熱ｶﾞｽ炉で1000℃の高温ｶﾞｽを造り、ｶﾞｽ
炉に送り化学合成でｶﾞｽを生

木材 ガス化 企業 HP中国新聞 H19.12.10
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④完全分解
－合成型

事業実
施

ｴﾈﾙｷﾞｰ 木くずをｶﾞｽ化して燃料に
使用する2000KWの発電
所商業運転（山形県）

日本ﾊﾞｲｵﾏｽ開発 ガス化 従来の直接燃焼型では、ﾁｯﾌﾟを
燃やして蒸気を作り、蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ
発電機を回すが、2000kwｸﾗｽで
は10-20％の効率しか出ない。

木質ﾊﾞｲｵﾏｽを酸素の少ない状態で蒸し焼
きにて可燃物性のｶﾞｽ（一酸化炭素や水
素、ﾒﾀﾝ等）に分解し、これを燃料にｶﾞｽエン
ジンで発電する。（投入した木屑の熱量に
対する生成ｶﾞｽの熱量の割合は74%）

・ｱｯﾌﾟﾄﾞﾗﾌﾄ型：ｶﾞｽ炉に高熱の空気と水蒸
気を炉の底から上へと吹き込む。

木材 ガス化 企業 ＨＰ日経 H19.11.23
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ 小型ﾊﾞｲｵﾏｽ発電装置 中外炉工業 ガス化 従来の大型機はｶﾞｽ化の過程で
酸素を使用するため酸素発生装
置が必要であった。

中小企業向けの小型ﾊﾞｲｵﾏｽ発電装置を
H20年度中に販売する。木屑を円筒状の装
置で均等に熱してﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞｽ取り、ｶﾞｽｴﾝ
ｼﾞﾝ発電機で発電する。

・最大発電能力 50ｷﾛﾜｯﾄ
・１時間に30-100ｷﾛｸﾞﾗﾑの木屑を使用す
る。木屑に含まれるｶﾞｽ成分のうち2割を発
電、5割を熱として利用

木材 ガス化 企業 新聞（日経
産業）

H19.10.26
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④完全分解
－合成型

技術開
発

ｴﾈﾙｷﾞｰ ﾊﾞｲｵｶﾞｽ分離膜 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ連邦科学産業研究機構
(CSIRO)材料科学・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部
門

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ分離膜 ﾊﾞｲｵ燃料の製造過程で自然に発
生する二酸化炭素を捕捉するｼｽ
ﾃﾑのｺｽﾄが高い。

製造に当たって「ｽﾎﾟﾝｼﾞ」状の物理形状を
最適にｺﾝﾄﾛｰﾙすることによって二酸化炭
素だけを透過させ、これより大きいﾒﾀﾝなど
は通さない。二酸化炭素の分離は既存技
術の４倍で、従来の分離膜の500倍の燃料
を処理する。

・ﾊﾞｲｵｶﾞｽ分離膜 ﾊﾞｲｵﾏｽ ガス化 大学 ＨＰ H19.10.24
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